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研究成果概要 

昨年度は、本格的な建設が行われた。詳細設計は、夏前までに完了した。ウランやトリ

ウムの含有が、これまでのものより約１００分の１のＰＭＴがすべて完成し、ホルダー

の中におさめられた。ＰＭＴをホルダーのなかに納め、信号のテスト読みだしなどが行

われた。バックグラウンドは、10-4 DRUのレベルにでき

ることが、部材の低バックグラウンド化により、実証

された。 

また、液体キセノンの液体状態による循環が可能であ

ることを示し、実験中における継続的バックグラウン

ドの除去の可能性をテストした。また、小型のテスト

チェンバーを用いて、信号とバックグラウンドの区別

ができるかのテストもおこなった。また、キセノンか

らクリプトンを除去する新たな高性能蒸留装置を用い

て、蒸留のテストをおこなった。 

右に、建設中の写真を示す。 
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